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修
善
寺
温
泉
に
て
「
臨臨
時時
総総
会会
」」
をを
開開
催催 

十
二
月
十
日
（
日
）
、
静
岡
県
の
修
善
寺
温
泉｢

宙
（
Ｓ

Ｏ
Ｒ
Ａ
）｣

に
て
臨
時
総
会
（
兼
忘
年
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
窪
田
政
幸
会
長
以
下
二
十
二
名
の
会
員

と
、
特
別
会
員
よ
り
大
川
理
事
長
、
柳
澤
学
長
、
佐
伯
後

援
会
長
、
藤
田
総
務
部
長
、
渋
谷
総
務
課
長
、
磯
経
理
課

主
任
、
飯
島
総
務
課
員
の

総
勢
二
十
八
名
が
参
加

し
、
懐
か
し
い
仲
間
と
の

再
会
を
祝
し
て
、
大
い
に

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

今
回
は
日
・
月
曜
日
の

開
催
と
い
う
初
の
試
み

で
し
た
が
、
遠
く
は
青
森

や
広
島
か
ら
、
例
年
よ
り

多
く
の
出

席
を
い
た

だ
く
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
今

回
、
日
程

の
変
更
が

あ
っ
た
た

め
、
ご
迷

惑
を
お
掛

け
し
て
し

ま
っ
た
会
員
の
方
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
に
懲
り
ず
に
来
年
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

修修修
善善善
寺寺寺
散散散
策策策
ででで
ノノノ
ススス
タタタ
ルルル
ジジジ
ッッッ
ククク
ロロロ
マママ
ンンン
ををを
満満満
喫喫喫 

今
回
の
観
光
は
バ
ス
を
使
わ
ず
に
周
辺
を
散
策
。
ま
ず

は
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
（
健
脚
自
慢
の
柳
澤
学
長
は
何

と
歩
い
て
）
山
の
中
腹
に
あ
る
「
も
み
じ
林
」
へ
向
か
い

ま
し
た
。
案
の
定
、
ほ
と
ん
ど
葉
は
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、

下
の
写
真
の
よ
う
に
辛
う
じ
て
最
後
の
紅
葉
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
朝

の
清
々
し
い
散
歩
を

終
え
て
、
次
は
弘
法
大

師
が
建
立
し
た
と
い

わ
れ
る
「
修
禅
寺
」
へ
。

大
規
模
な
修
復
工
事

が
終
わ
り
見
事
に
復

元
さ
れ
た
寺
社
を
拝

観
。
そ
の
後
は
、
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲

気
で
小
京
都
を
想
わ

せ
る
修
善
寺
の
温
泉

街
を
思
い
思
い
に
散

策
し
ま
し
た
。 

修

善
寺

温

泉

は

来

年

開

湯

千

二

百
年

を
迎

え

る
伊

豆

最

古
の
温

泉

で
す

。

弘

法

大
師

が

「
独

鈷
（
と
っ
こ
）
」
と
い
う
道
具
で
岩
を
打
っ
て
霊

泉

を
湧

出

し

た
と

言

わ

れ
る

「

独
鈷
の

湯

」
は

温
泉

街

の

シ
ン

ボ

ル

で
あ
り

、

現

在
は

足

湯
と

燃

え
る
よ
う
な
紅

葉

の
も
み
じ
林 

挨

拶

を
す
る
窪

田

会

長 

開

創

千

二

百

年

を
迎

え
る
修

禅

寺



し

て

観

光

客

に

親

し

ま

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

鎌

倉

二

代

将

軍

、

源

頼

家

の

墓

が

あ

る

指

月

殿

も

観

光

名

所

の

一

つ

と

な

っ

て

い

ま
す
。 

温
泉
街

に
は
昔
懐

か

し

い

「
射
的
」

や
「
ス
マ

ー
ト
ボ
ー
ル
」
な
ど
の
お
店
も
健
在
で
、
童
心
に
返
っ
て

興
じ
る
会
員
の
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
で
す
。
「
桂

橋
」
や
「
竹
林
の
小
径
」
は
、
京
都
を
思
わ
せ
る
風
情
で
、

真
っ
赤
に
燃
え
る
紅
葉
が
一
層
情
緒
を
か
き
立
て
ま
す
。

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
竹
林
も
ま
た
幻
想
的
で

昼
と
は
違
っ
た
美
し
さ
で
し
た
。
「
花
よ
り
団
子
」
と
い

っ
た
会
員
は
甘
味
処
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
こ
れ
も
忙
し
い

日
常
で
は
味
わ
え
な
い
贅
沢
な
時
間
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
散
策
を
終
え
て
、
宿
に
再
集
合
。

修
善
寺
駅
近
く
の
お
蕎
麦
屋
で
賑
や
か
に
腹
ご
し
ら
え

を
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
三
島
～
修
善
寺
を
走
る
伊

豆
箱
根
電
鉄
は
各
駅
停
車
の
ロ
ー
カ
ル
列
車
で
す
。
地
元

の
人
々
の
生
活
が
垣
間
見
ら
れ
、
都
会
よ
り
時
間
が
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

宮
代
会
で
は
今
後
も
会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
語
り
合

い
、
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と
観
光
を
し
、
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
旅
を
計
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

************************************************** 

新
春
懇
親
会
の
お
知
ら
せ 

年
明
け
、
平
成
十
九
年
一
月
十
四
日
（
日
）
午
後
三
時

半
よ
り
東
京
都
恵
比
寿
に
あ
る
「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

東
京
」
に
て
大
学
・
後
援
会
・
工
友
会
と
合
同
の
新
春
懇

親
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
度 

宮
代
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

宮
代
会
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
年
会
費 

壱
万
円
（内
七
千
円
は
百
周
年
事
業
積
立
金
） 

○
納
入
方
法    

①
郵
便
局
よ
り
振
込
（
用
紙
同
封
） 

口
座
番
号 

０
０
１
２
０
‐
６
‐
１
１
４
１
２
４ 

  

加
入
者
名 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

②
現
金
書
留 

〒
３
４
５-

８
５
０
１ 

  

南
埼
玉
郡
宮
代
町
学
園
台
四
―
一 

  

日
本
工
業
大
学
内 

宮
代
会
事
務
局 

○
お
問
い
合
せ
先 

   

〇
四
八
〇
（
三
三
）
七
五
〇
四  

大
学
経
理
課 

磯 

※
未
納
の
会
員
様
に
は
振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
一
月
末
日
ま
で
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

情

緒

あ
る
竹

林

の
小

径 

桂

川

に
か
か
る
桂

橋

と
も
み
じ 

※
写

真

提

供 

中

島 

勇

様

（
Ｈ
16
卒

・
埼

玉

県

） 


